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63  鳥インフル  ProMED一   中国における鳥インフルエンザ感染情報。2009年1月の感染例は、Hunan省の16歳男性（1月  
エンザ  mai120090121．026  

3   

64  鳥インフル  ProMED－   2009年2月、愛知県豊橋市において、1925年以来検出されていないH7トリインフルエンザウイ  

エンザ  maり20090228．082  ルスのウズラヘの感染が確認された。その後の調査で、このウイルスは国内では初のH7N6亜  
6   型であることが判明した。感染農場、周辺地域では家畜の移動制限、殺処分が実施され感染  

拡大防止措置が取られている。ヒトヘの感染は認められていない。感染源は不明。   

65  鳥インフル  WHO／EPR2009年  中国衛生部は、中国において新たに鳥インフルエンザ感染例1例（2008年12月24日発症、2009  
エンザ   1月7日   年1月5日死亡）を報告した。   

66  鳥インフル  WHO2009年1月  中国保健省はH5Nl鳥インフルエンザのヒト感染例を3例報告した。1例日は山東省27歳女性  
エンザ   19日   で1月5日に発症し、17日に死亡。2例日は山西の2歳女児で1月7日発症し重篤である。3例目  

は湖南省16歳男性で1月8日に発症し重篤である。   

67  鳥インフル  WHO／EPR 2009  WHOに報告された鳥インフルエンザ（H5Nl）ヒト確定症例数。2003～2009年の症例数及び死  

エンザ   年1月22日   亡数。2008年はバングラデッシュで症例1例、カンボジアで症例1例、中国で症例4例（死亡4  
例）、エジプトで症例8例（死亡4例）、インドネシアで症例24例（死亡20例）、ベトナムで症例6例  
（死亡5例）。   

68  鳥インフル  厚生労働省HP  2009年2月27日、愛知県豊橋市のうずら農場においてトリインフルエンザウイルス（H7N6）が検  

エンザ  2009年2月27日  出された。   

69  鳥インフル  日本ウイルス学会  インドネシアにおいて鳥インフルエンザH5Nlの豚への感染状況が調査され、系統解析のた結  

エンザ  第56回学術集会  果、遺伝的に異なる3種類のH5Nlウイルスが感染しており、ヒト型レセプターを認識する変異  
3FO3   を有するものも確認された。   

70  ウエストナ  CDC（http：／／wvvw．  2008年、米国におけるウエストナイルウイルス感染症例は46州から1356例が報告され、うち  
イルウイル  
ス   vbid／westnile／sur  

v＆controICaseCo  
untO8＿detailed．htm  

71  ウエストナ  EmerglnfectDis  米国カリフオルニア州カーン郡ベーカーズフィールドにおける2007年夏のWNV確定症例は140  
イルウイル  2008；14ニ1747－  例で、2004－2006年に比べて205－280％の増加が認められた。この増加には、住宅ローン滞納  
ス   1749   により放置された住宅のプールが関係している。   

72  レトロウイ  日本ウイルス学会第  日本でのXMRV感染のスクリーニングを行い、前立腺がん患者では2／30例、献血者では5／120  
ルス   56国学術集会  名が抗体陽性であった。さらに抗体陽性前立腺がん患者血清1検体よりウイルス核酸を検出し  

2Plll   た。日本国内の前立腺がん患者集団中にXMRV感染の存在が示唆された。   

73  ウイルス性  CDC／MMWR   米国ウエストバージニアで妊婦における初めてのラクロス脳炎ウイルス（しACV）感染が見つ  
脳炎   2009；58：4－7  り、その後、分娩時の臍帯血からuCV抗体が検出され垂直感染が疑われたが、出生後6ケ月  

までuCV感染兆候は見られていない。親が子の血清検体採取を拒否しており感染は確定で  
きていない。   

74  ウイルス性  ProMED－   ヒトにおける初のシカダニウイルス感染例の報告（出典NEJM）。ニューヨークの62歳男性がシ  
脳炎   mai120090515．182  

75  日本脳炎  ProMED－   インド当局はBRDMed．CoLI．Hosp及び隣接する地区の病院において最近24時間のうちに小児  
mai120081115．360  4例が脳炎により死亡し、死亡例の合計は447例になったと述べた。2008年11月14日、脳炎の  
9   新規疑い例が14例入院し、122例が脳炎疑いで加療されており、2008年11月以降、脳炎症例  

が2，426例記録されている。（ただし、日本脳炎の確定診断はなされていない）   

76  日本脳炎  第40回日本小児  2007年度感染症流行予測調査事業より、国内のヒト及びブタの日本脳炎抗体保有状況の報  
感染症学会総会・  告。調査された32都道府県のうち、川価1：10以上のブタ抗体保有率が50％を超えた地域は、  

学術集会F－13  高知県（7月下旬までに）、中国・四国・九州地方（8月下旬までに）、富山県、山梨県、静岡県（9  
月までに）に広がリ16県に及んだ。   

77  BSE   BMCVetRes  スクレイピー高感受性のプリオン蛋白質遺伝子型（VRQ／VRQ）保有の子羊に、VRQ／VRQを保  
2008；4：14   有するスクレイピー感染雌羊の乳を与えたところ、子羊のリンパ組織から疾患関連プリオン蛋  

白質が検出された。また、スクレイピー感染雌羊の乳を与えた子羊を与えていない子羊と混合  

飼育したところ、与えていない子羊において疾患関連プリオン蛋白質が検出された。   
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78  BSE   CFIA（2009－04－  カナダで15頭目のBSE牛の確認。当該牛は94ケ月齢のホルスタイン乳牛。一緒に飼育された  
09）   187頭のうち22頭は当該農場で生存しており屠殺処分された。122頭は既に死亡、屠殺を確  

認。24頭は死亡あるいは屠殺と推定され、5頭は輸出されている。14頭は記録不足により追跡  

不可能。   

79  BSE   0！E  1987年以前から2008年までに、英国から国際獣疫事務局（0IE）に報告されたBSEの報告であ  
（http：／／www．oie．in  

t／eng／info／en＿eSb  

ru．htm．）  

80  BSE   0IE   1989年から2008年までに、世界各国（英国を除く）から国際獣疫事務局（0IE）に報告された  
（http：／／www．oiejn  
t／eng／info／en．esb  

mondeムtm．）   

81  BSE   PLoSPathogens  米国アラバマのBSE確定ウシでウシプリオン蛋白遺伝子（Prnp）におけるE211Kと呼ばれる新規  
2008；4：elOOO156  の遺伝子変異を同定した。この変異は遺伝性CJDのヒトにおいて見られるE200K病因性変異と  

同一であり、ウシPrnp遺伝子内で潜在的病原性変異を有するBSE確定ウシの最初の報告であ  
る。最近の疫学的試弓削こよるとK211アレルは6062頭のウシで全く検出されず、E211K変異は極  
めて頻度が低い（2000例中1例未満）。   

82  BSE   ProMED－   2008年11月17日、カナダにおいて新たにBSE感染牛が1例確認された。これはカナダにおける  
mai120081119－  
3648   

83  BSE   ProMED－   ニュージーランドのヒツジにおいて非定型スクレイピーを確認したとの報告。英国へ送られた研  
mait20090220．071  
4   

84  クロイツフエ  Emerg］nfectDis  孤発性CJD（sCJD）と医学的処置との関連性を解明するために、日本における1999～2008年  
ルトヤコブ  
病   症前に施行された医学的処置によりプリオン病が感染した証拠はみつからなかった。   

85  クロイツフエ  Transfusion2008；  米国で、古典的CJDを発症した供血者計35名に由来する血液成分の受血者430名の遡及調  
ルトヤコブ  
病   33A  ー○   

86  クロイツフエ  Transfusion2009；  米国での調査研究の結果は、輸血によるCJD伝播については根拠に欠けるとしている。2004  
ルト・ヤコブ  
病   の伝播のリスクについて懸念が高まってきた。1995年、米国赤十字社はCDCと共同で輸血に  

よるCJD伝播の懸念を評価する詳細な疫学的データを得るために、供血後にCJDと診断され  
た供血者（CJDドナー）の長期後ろ向き調査を開始し、CJDドナーの血液成分を投与された受  
血者を特定した。本給黒からは、CJDの輸血による伝播を示す根拠は示されなかった。CJDド  
ナ一による異常プリオンの輸血伝播のリスクは、VCJDドナーによる伝播のリスクと比べて顕著  
に低いことを後押しする結果となった。   

87  クロイツフエ  TransfusionEpub  米臥輸血のCJD伝播リスクについて。後にCJD発症した供血者36例と受血者436例を調査。  
ルトヤコブ  受血者のうち生存91例、死亡329例、不明16例。受血後にCJDを発症した例は特定されず。   

病   

88  異型クロイ  BMCVetRes  スクレイピー高感受性のプリオン蛋白質遺伝子型（VRQ／VRQ）保有の子羊に、VRQ／VRQを保  
ツフェルト・  2008；4：14   有するスクレイピー感染雌羊の乳を与えたところ、子羊のリンパ組織から疾患関連プリオン蛋  
ヤコブ病  白質が検出された。また、スクレイピー感染雌羊の乳を与えた子羊を与えていない子羊と混合  

飼育したところ、与えていない子羊において疾患関連プリオン蛋白質が検出された。   

89  異型クロイ  Departmentof  血友病患者の脾臓中に異常プリオン蛋白質が発見されたことを受け、CJD事故委員会の要請  
ツフェルト・  Health   により「vCJDRiskAssessmentCaIcuJationsforaPatientwithMultipleRoutesofExposure」  
ヤコブ病  2009／06／05   報告書がDepartmentofHealthによって作成された。感染可能性のある種々の経路を設定し、  

それぞれの相対的な感染確率を検討した報告であるふ   

90  異型クロイ  Emerging   典型的BSEプI）オンと非典型的プI）オン（H型・L型）の脳への伝播をMet129ヒトPrPトランスジ工  
ツフェルト  InfeGtious   土ックマウスを用いて比較した。典型的BSEプリオンとは異なり、L型非典型的プリオンは伝播  

ヤコブ病  Diseases．∨0l．14．  のバリアーを示さず蓄積された。H型では伝播・感染しなかった。L型プリオンに関連する人獣  
No．12．1898－   共通感染症のリスクはMet129PrP対立遺伝子対をもつヒトにおし＼ては、典型的なBSEよりもリ  
1901，2008   スクが高い可能性が示唆された。   

91  異型クロイ  FEBSLetters  実験的にプリオンを感染させ、看病期にあるハムスターの約80％の尿中に異常プリオン  
ツフェルト  2008：582：316ト  （PrPSc）が検出された。対照群での偽陽性は観察されなかった。また尿中PrPSc値は血中の  
ヤコブ病  3166   約10分の1と推定された。尿中PrPScは感染性を維持しており、尿はプリオン伝播の原因となり  

うることが示唆された。   
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92  異型クロイ  HeaIthProtection  2004年にHeaIthProtectionAgencyは扁桃腺に蓄積されたvCJD関連プI）オンタンパク質の大  
ツフェルト  Agency   規模な調査により、無症候性vcJD保有率を検討するNationaIAnonymousTissue  
ヤコブ病  2009／05／22   Archive（NÅTA）を開始。既に63000例の扁桃腺組織の収集・解析を行っており、100000例まで  

収集する計画であるが、現在のところ陽性サンプルは一つもなかった。   

93  異型クロイ  FDATSEadvisary  英国でvCJDに関連した凝固因子製剤を11年前に投与された血友病患者のvCJD感染の報告  
ツフェルト・  committee   を受けて、米国におけるリスク管理戦略を再評価した。その結果は、米国で承認されている第  
ヤコブ病  2009／06／16   Ⅷ因子製剤からのvCJD感染のリスクは極めて低いと考えられるが断言はできない、という従  

来と同様の評価である。   

94  異型クロイ  HPA／News 2009  HPA（英国）からの報告。1996年に血策を提供し、その6カ月後にvCJDを呈したドナーの血祭由  
ツフェルト  年2月17日   来の第8因子製剤を使用した血友病患者について、検死によりvCJD感染が報告された。この  

ヤコブ病  患者はvCJDと関連のない疾患で死亡し、生前にvCJD又は他の神経学的症状を示していな  

かった。血菜分画製剤によるTSE伝播の可能性を示唆する初の報告である。   

95  異型クロイ  HPSWeekIy   1996年に血兼を提供し、その6カ月後にvCJDを呈したドナーの血菜由来の第8医仔製剤を使用  
ツフェルト  Report2009；43：  した血友病患者について、この度、検死によりvcJD感染が報告された。血焚分画製剤による  

ヤコブ病  78   TSE伝播の可能性を示唆する初の報告である。  

96  異型クロイ  J．Hosp．Infect，  新規のプリオン不活化法として、Bac‖uslentusサブチリシン遺伝子を変異させて得られたアル  
ツフェルト  2009：72：65－70  カリブロテアーゼ：MC3の報告。MC3はプロティナーゼKよりも高い分解能を示し、MC3消化の  

ヤコブ病  感染性マウス脳ホモジネート（iMBH）投与マウスの生存率は、非分解iMBH投与マウスと比較し  
て極めて高かった。   

97  異型クロイ  LancetNeurology  BSEプリオンに対するヒトの感受性についてSNPを解析した。PRNP遺伝子座はプリオン病のい  
ツフェルト  2009；8：57－66  くつかのマーカーと全てのカテゴリーを通じてリスクに強く関連していた。疾病リスクヘの主な寄  

ヤコブ病  与はPRNP多型コドン129であったが、別の近傍のSNPによってvCJDのリスク増大がもたらされ  
ー○   

98  異型クロイ  Nature2009；457：  最近、非定型BSEが日本、カナダ、米国、複数のヨーロッパ諸国で発生している。非定型BSE  
ツフェルト  1079   の可能性があるプリオン遺伝子の突然変異は豪州や新西南でも発生する可能性があり、反翁  
ヤコブ病  動物の厳密な飼料管理等、将来のアウトブレイクの防止に必要な規制を緩和すべきではな  

い∩  

99  異型クロイ  News－Medica［．Net  Am。rfixLifeSciences社（カナダ）が開発した血焚中におけるvCJDプリオンタン／iク質の検査  
ツフェルト  法。脳ホモジネートを1／1．000．000まで希釈した検体を検出することに成功した。   

ヤコブ病   

100  異型クロイ  PLoSPathogens  スクレイピー潜伏感染し、マレディレンチウイルス感染による乳房の異所性リンパ濾胞が認め  
ツフェルト・  2008；4：elOOO238  られた雌羊の乳管及び乳腺房から異常プリオン蛋白質が検出された。ただし、乳腺に病変の  

ヤコブ病  ないスクレイピー潜伏感染雌羊の乳にもプリオン感染性が認められた。TSEが潜伏感染する反  

妾動物の乳が、直接又は飼料中の乳由来成分を通して動物間のTSE伝播に関与することが  
示された。   

101  異型クロイ  ProMED－   英国CJDサーベイランスユニットの統計によると、2009年1月5日時点でvCJD死亡患者数総数  
ツフェルト  mai120090108．007  

6   致する。   

102  異型クロイ  ProMED－   オランダにて2009年1月初旬に、4年間で3例目となるvCJDによる死亡例が報告された。この患  
ツフェルト・  
ヤコブ病   

103  異型クロイ  ProMED－   2009年1月、スペインSantander北部の都市にて、同国で5番目となるvCJDによる死亡例が確  
ツフェルト  

ヤコブ病   

104  異型クロイ  ProMEDr   スペインで2009年3月28日、VCJDの研究を専門としている病理医の男性がvcJDの疑いで死亡  

ツフェルト・  mai120090406．133  

7   調査している。   

105  異型クロイ  VoxSanguinis  1995年から3回／週でⅠ∨IG治療を受けていた61歳女性は、1997年1月～1998年2月の期間に、  

ツフェルト  2009；96：270  後にvCJDを発症した供血者由来の製剤を使用していた。この女性の死亡後、剖検により牌  

ヤコブ病  臓、リンパ節、脳内のプリオン蛋白を検査したが、検出されなかった。   

106  異型クロイ  農林水産技術会  ウシ及びマウスの消化管上皮細胞株を樹立し、濾胞随伴上皮に存在するM細胞のinvitro分  
ツフェルト  議事務局研究成  化誘導系を開発するなど、経口摂取した異常プリオン蛋白の生体への初期侵入機構の解明を  
ヤコブ病  

ほ1   

英国の8SEを伝達した結果と同様の結果が  国内初発のBSEをマウスへ伝達・継代した結果   農林水産技術会  
議事務局研究成  
果2009；468：99－  
103  

異型クロイ ツフェルト ヤコブ病  得られ、ウシでの解析結果と一致して、日本初発のBSEが英国のプリオン株と同じである可能  
性が示唆されたという報告。また、BSE、羊スクレイピーをマウスヘ初代伝達した際の病変形  
成・発症について病理学的に検討を行った研究の報告。  
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108  エボラ出血  IDWR2009第14  2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  

熟   遇   体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の抗体陽性者が確認された。2月16日にさらに1例  
の抗体陽性者が確認された。2008年12月以降141例が抗体検査を受け、6例が陽性となった。  
6例全員が職業的にブタとの接触があり、感染源と考えられている。また6例全員が健康であ  

る。   

109  エボラ出血  OIE   2007～2008年フィリピンの養豚場でブタの死亡率が上昇し、政府が調査をした結果、2008年10  

熟   （December23．  月にブタでエボラレストンウイルス及びブタ繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウイルス強毒性  
2008）   株の感染が確認された。エボラレストンウイルスのブタへの感染を示す初の報告。   

110  エボラ出血  ProMED－   フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで始めてエボラレストンウイルスが確認され、2009  

熟   mai120090123．029  年1月には当該農場の労働者少なくとも1名で抗体陽性を示した。同ウイルスのブタからヒトへ  
3   の感染を示す初の報告。   

111  エボラ出血  ProMED一   フィリピンにおいて1月30日に、新たに4例がEb0la－Restonウイルスに感染していたことが判明  

熟   maiI20090131．043  
7   

112  エボラ出血  ProMED一   2009年1月23日、フィリピンにおいてブタからの感染と考えられるエボラウイルス・レストン株抗  

熟   mai120090203．048  体陽性者が確認され、1月30日、さらに4例の抗体陽性者が確認されている。現在まで抗体陽  
2   性者の健康状態は良好であり、過去12ケ月以内に主だった症状を呈していない。   

113  エボラ出血  WHOEPRDiseas  フィリピンマニラの農場で2008年10月にブタで始めてエボラレストンウイルスが確認された後、  
熱   0utbreak   2009年1月には当該農場の労働者少なくとも1名で抗体陽性を示し、今回さらに4例の抗体陽性  

News（FebruaⅣ3，  
2009）   

114  エボラ出血  Science2009；  フィリピン。2007～2008年に養豚場のブタの死亡率が上昇したことをうけ、政府の調査が実施  
熟   323：451   され、ブタ繁殖・呼吸器障害症候群（PRRS）ウイルス強毒株およぴEboIa－Restonウイルスの感  

染が確認された。ブタからEboIa－Restonウイルスの検出は初めてである。   

115  エボラ出血  PLoSPathogens  2007年11月、出血熱の複数症例がウガンダ西部のブンデイブギョ地方で報告され、新たに発  
熟   2008；4：elOOO212  見されたエボラウイルス種（ブンデイブギョエボラウイルス）によるエボラ出血熱であることが確  

量野土山ナ＿   

116  クロストリジ  EmergInfectDis  動物からヒトヘのClostridiumdifficileの異種間伝播を調査するため、ヒトの疾患に関連する  
ウム感染  2008；14：1039－45  ToxinotypeV株、動物及びヒトに由来するToxinotypeV株の遺伝的関連性、invitroのこれらの  

株の毒素産生性を調べた。その結果、ヒトとブタから分離されたToxinotypeV株間で高い類似  
性が認められた。全ての分離株で39bptcdC欠損が見られ、大部分がバイナリー・トキシンを産  
生した。   

117  コレラ   CDC／TraveIers  ジンバブエ保健当局からのコレラアウトブレイクの報告。2008年8月26日から2009年1月31日ま  

Health2009年2月  でに61，304例の感染疑い、3．181例の死亡。また、ボツワナ、モザンビーク、ケニヤ、マラウイ、  

4日②   ナミビア、ナイジェリア、ギニアビサウ及びトーゴといった周辺国からも発生が報告されている。   

118  コレラ   JMedMicrobiol  2007年8－9月に、インド東部のオリツサでコレラが大流行した。流行地域で収集された糞便検  

2009；58：234－238  体からEITor型の01コレラ菌が単離され、コレラ毒素Bサブユニットの遺伝子（ctx8）解析の結  
果、致死性の高いclassical型のコレラ菌のctxBと同一のアミノ酸配列になっていることが確認  
さ加▲ト▲   

119  コンゴ・クリ  ProMED－   パキスタンのChest病院にクリミア・コンゴ出血熱症例3例が入院した。なお、最近2ケ月間にク  
ミア出血熱  mai120081027．339  リミア・コンゴ出血熱症例数十例が入院し3例が死亡している。当該地区における過去2年間の  

2   クリミア・コンゴ出血熱感染症例は約100例である。   

120  マールブル  CCDRweekly  米国CDCは2008年にコロラドの病院で治療を受けた1例がマールブルグ出血熱に感染してい  
グ出血熱  2009．2．13138304  たことを2009年1月末に確認した。米国における初の症例。当該症例はウガンダを訪問中にオ  

オコウモリが生息する洞窟を訪問し、感染したとされている。   

121  サルモネラ  CDC／MMWR   2007年6月、ミネソタ州においてSalmone”aMontevideo（PFGEpatternl）が初めて2例確認さ  
2009；58：25－29  れ、両者とも同じ鰐化場のニワトリに暴露しており、その後さらに7例が確認されたため、全米  

で調査が行われ、65件が確認された。またS．Montevideo（PFGEpattern2）についても、最初に  
2004年に確認された後、64件の分離が確認され、これは別の2箇所の静宇化場からのニワトリ暴  

l一丁い十㌧   

122  サルモネラ  Eurosun／e‖ance  2008年5～6月、スイスでSaIrnone”aTyphimurium患者報告数が増加し、72例の患者を対象に  

2008；13：19020  調査が行われた。FGEタイピングの結果から、複数のアウトブレイク株が同定された。そのうち  
の1つの株”株2”が43例を占めていたが、 
から分離されど’株1”及び6例から分離されだ’株3”は食肉製造業者の豚肉検体から一致する  
株が分離された。   

123  サルモネラ  ProMED－   フィリピン・サマル州において2008年12月以降ブタでサルモネラ感染が流行し、84頭が死亡、  

mai120090209－  約772頭が罷患した。その他25頭が感染疑いでと殺された。2月9日現在、感染は制御された  
0582   と、同地域の農業省職員が述べた。   
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124  大腸菌性胃  日本公衆衛生雑  埼玉県における2002年1月～2007年12月の腸管出血性大腸菌の患者・保菌者372例と非発症  
腸炎   誌 第67回日本公  者477例を対象とした牛肉の喫食状況のリスクを調査したケースコントロール研究である。20～  

衆衛生学会総会  
13－019   

125  細菌性胃腸  ProMED－   中国、Hubeiの学校で生徒81人が感染した腸チフスのアウトブレイクは制御されたと地元当局  
炎   m扇120081229，409  

5   

126  チクングニ  ProMED－   インドにおいてテクングンヤ症例が増加しており、2008年は現在までに70，740例（2007年：  

ヤウイルス  
感染   0   

127  テクングニ  ProMED－   インドネシアのKepuIauanRiauのPangkeにおいて村民5．200例はチクングンヤに感染し、また  
ヤウイルス  mai120081014．325  

感染  9   受けたと述べている。   

128  テクングニ  ProMED－   マレーシア保健当局は、2008年マレーシア全域においてチクングンヤ疑い例が4．000例に上っ  

ヤウイルス  
感染   8   

129  チクングニ  ProMED－   2008年末のテクングンヤのアウトブレイク以降、mOneragala地方から報告された患者数は1300  
ヤウイルス  mai120090112．012  

感染  5   発生し、流行地域で約3000例の患者が確認された。   

130  テクングニ  ProMED－   モルディブLaamuAto”の島々においてテクングンヤやデング熱のアウトブレイクが2008年12月  
ヤウイルス  
感染   0   

131  黄熟   ProMED－   サンパウロ奥地において2009年2月より黄熟が流行しており、その中で母子感染が確認され  
mai120090402．121  
7   

132  黄熟   Trinidad＆Tobago  トリニダード・トバゴで多数のサルの死亡が確認されている為、念のため黄熟ウイルスに対す  
Express2009Jan  
12   

133  黄熟   Trinidad＆Tobago  トリニダード・トバゴ保健省は、森林で死亡して発見された2頭のサルの剖検の結果、黄熟ウイ  
MinistryofHealth  ルスの感染が認められたことを報告した。過去に1988年、1995年、1999年にサルの黄熟感染  
web2009Jan19  が確認されているが、ヒトでの黄熟ウイルス感染はなかった。   

134  デング熱  International   ブラジル当局は、リオデジャネイロにおける2008年のデング熱による死亡例は106例で、2007  

HeraldTribune  年の27例比べて4倍であり、デング熱に羅患者数についても2007年の2．5万人に比べ、2008年  
2009／01／11   は12．7万人であると述べている。   

135  デング熱  ProMED－   フィリピン保健当局は、2008年1月から8月2日までにデング熱による死亡195例、症例19．658例  
mai120080909．282  

136  デング熱  ProMED－   インドにおいてデング熱の発生率は減少しており、2007年の症例数5，634例、死亡数69例に対  
mai120080929．307  
8   

137  デング熱  ProMED一   パキスタン、ラホールにおいて最近24時間にさらに17例がデング熱の診断を受けたと保健当  
mai120081207，384  
0   これまでに1，149例が報告され、Punjab州で報告された合計は1，219例である。   

138  デング熱  ProMED－   インドネシア、東カリマンタンでは、2008年1～11月にデング熱で101例が死亡し、この死亡率  
mai120090105．004  （172／10万人t月）は国内平均（20／10万人・月）の8倍である。カンボジアでは、2008年のデング  

熟羅患者数及び死亡者数は大幅に減少し、2008年の現在までの死亡例は65例（2007年：407  

例）、羅患者数は9，300例（2007年：39，851例）である。   

139  デング熱  ProMED－   台湾において2008年1月1日～2009年1月6日の間に報告されたデング熱症例は1．419例であ  

mai120090119．024  
2   

140  デング熱  ProMED－   シンガポール環境庁は、同国において2009年1月最初の3週間でデング熱感染症例509例が登  
mai】20090204．048  
了   

141  デング熱  ProMED－   マレーシアにおいて2009年の最初の5週間で国内のデング熱症例が倍増した。Selangorでは  

mai120090210．060  
1   

142  デング熱  ProMED一   ベトナムでは2009年の現在までのデング熱症例は約3，000例と、前年同時期と比較して20．5％  
mai120090216．065  増加している。一方、タイでは2009年の現在までのデング熱症例は用75例（死亡2例）であり、  
0   前年同時期（1．553例、死亡2例）に比べ若干増加している。   
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143  デング熱  ProMED一   2009年の1月から5月22日までの、ブラジル／くイーア州における古典的デング熱症例数は  
mai120090608．212  

あった。   

144  デング熱  ProMED一   ブラジルのエスビリト・サント州保健当局は、2009年は6月1日までにデング熱症例数が43536  
mai120090622．228  

145  デング熱  Transfusion2008：  高力価の培養デングウイルスセロタイプ2をアルブミンおよび免疫グロブリンの各種製造工程  
48：1342－1347  （低温エタノール分画、陽イオン交換クロマトグラフィー、低温殺菌、S／D処理およびウイルスろ  

過）前の検体に加え、各工程での同ウイルスのクリアランスをVeroE6細胞培養における  
TCID50アツセイおよぴRT－PCRで測定した。その結果、全てのエ程が不活化・除去に有効であ  
ることが示された。   

146  アメリカ・ト  ÅABBAnnual  米国で2007年から開始された供血者に対するT．cruziスクリーニング検査の結果、2007年1月  
リバノソー  Meetingand   29日～20伽年1月28日の陽性率は1／30，000であったが、受血者には明白な感染症例はなかっ  
マ症   TXPO2008－3  た。最も陽性率が高い地域はフロリダ南部であった。   

1ヰ7  アメリカ・ト  CBER   CBERから、輸血用全血、血液成分製剤、ヒト細胞・組織及びヒト細胞・組織由来製剤の  
リバノソー  （http：／／vw．fda．g  Trypanosomacruzが伝播する危険性を低減するための血清学的検査実施についてのガイダ  

マ症   OV／cber／gdlns／ch  

agas．htm）   

148  アメリカ・ト  EmerglnfectDis  ブラジルで2006年1～11月に発生したアメリカ・トリパノソーマ症のアウトブレイク（178症例）に  
リバノソー  2009；15：653－655  ついて、調査の結果、アサイ一乗実を潰す隙に、原虫を媒介するサシガメの排泄物が混入した  

マ症  可能性が考えられた。   

149  アメリカ・ト  FDAGuidancefor  Trypanosomacruzi抗体検出用のELISA検査システムがCBERにより許可されたことをうけ、米  

リバノソー  IndustrY（draft）  国において、全血、血液成分及びHCT／Psにおけるトリ／くノソーマ症伝播のリスク低減のため  

マ症   〝useof   のドナースクリーニングについて、FDAよりドラフトガイダンスが公表された。最終版発表後1年  
SerologicalTests  
toReducethe  
Risk of 
Transmission of 
TrvDanOSOma   

150  アメリカ・ト  ProMED－   ベネズエラでグアヴァジュースの摂取によるアメリカ亘り／くノソーマ症のアウトブレイクが発生  

リバノソー  
マ症   8   

151  ニパウイル  

ス   2008：14：1974－  遺伝子及び糖タンパクの検出を行った。その結果、692標本中33模本（23匹中9匹）で陽性を示  
1976   した。特に、雲両省からのホオヒゲコウモリの抗体が突出していた。   

152  バベシア症  2009Feb23；New  2008年9月以降の6ケ月間、ニューヨーク市において輸血関連バベシア症の報告急増。市衛生  
YorkCity，   局は医療従事者に対し、3ケ月以内に輸血又は臓器移植の既往歴があり、発熱／溶血性貧血  
Departmentof  
Health   

153  バベシア症  AABBAnnual  輸血を介したバベシア症死亡例の報告。1998年の1例以降しばらく無かったが、2006年1～10  
Meetingand   月にはFDAに5例が報告された。生物学的製品逸脱報告サマリーでは、過去10年間にバベシ  
TXPO2008－2  ア症関連報告が68件あり、近年この報告が増加傾向にあることは、バベシア症伝播に係る輸  

血関連リスクが増加していることを示している。   

154  バベシア症  CIin［nfectDis  FDAはBPDR（生物学的製剤逸脱報告システム）により、2005年に2例、2006年に3例、2007年  
2009；48：25－30  に3例の輸血によるバベシア症感染報告を受けていた。受血者は輸血後2，5～7週で症状が進  

行し、2ケ月以内に死亡した。   

155  ロタウイル  

ス   80：1666－1674  査が実施された。生後～3歳まで追跡された小児30例の糞便検体から17検体でブタRVCが検  

出された。また、VP6遺伝子の配列分析から14株は完全に相同であり、同一のブタRVC株がベ  
レンで流行していることが示唆された。   

156  ブドウ球菌  UgeskrLaeger  デンマークにおいて職業上のブタ接触者2例で、MRSA感染が確認された。ST398及びto34とい  
感染   2008；170：3436－  

3437   

157  ブルセラ症  CDC／MMWR   2008年5月及び7月に米国SouthCarolina及びPennsylvaniaからブタの狩猟に関連するブルセ  
2009：58：618－621  ラ症症例が2例報告され、その後の調査で2例はB．Suisへの感染によるブルセラ症であること、  

また、うち1例の兄弟もブルセラ症の可能性があるとされた。上記2例は暴露後4～6カ月症状が  
なかった〈   

158  ブルセラ症  ProMED－   ロシアのZameIetenovka州、LyubinskiyとSherbakulskiyの2地方で、ヒツジ、ウシ、ブタにおける  
mai120090701．238  
0   ルセラ症と診断された。   
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159  ペスト   ProMED一  中国林芝地区の朗県において肺ペストに感染した2例が死亡した。症例は35歳男性と38歳の  
maiは0081001．309  
■  

160  
Meetingand   療歴・渡航歴の収集から、リスクへの暴露を特定した時から最低4ケ月間のマラリア抗体のスク  

TXPO2008－4  リーニングを実施する代替戦略を導入した結果、既存の供血者に由来する輸血可能な製剤の  
製造効率は著しく向上し、輸血伝播マラリア症例の報告もなかった。  

161  マラリア  AmJTropMed  1997年より韓国軍はヒドロキシクロロキン及びプリマキンを用いた予防的化学療法を実施し、  
Hyg2009：80：  マラリア患者の急増を防ぐことができたが、調査登録患者484名中2名にクロロキン耐性  
215－217   Plas汀－OdiリmVivaxを確認した。   

162  マラリア  CDC／MMWR   近年、5番目のマラリア原虫として、サルマラリアであるPlasmodiumknowlesiのヒトヘの感染例  
2009；58：229－2  がマレーシア及びその周辺において多数確認されており、人畜共通感染症の病原体として新  

興している可能性が示されている。   

163  マラリア  ProMED一   インドのベンガル州保健当局によると、2008年8月29日までの報告では、25，109例がベクター  
mai120081111．355  
3   データでは、41．223例がベクター媒介疾患に罷患し、そのうち4，781例が熱帯熟マラリアであっ  

たハ   
164  マラリア  ProMED－   シンガポール、フィリピン、マレーシア、タイでのPIasmodiurnknowlesり京虫感染によるヒトマラリ  

mai120081114．359  

165  マラリア  ProMED－   中国において、2008年5月から2009年1月10日の間にアンゴラから帰国した労働者において14  
mai，20090114．015  
《   

166  リケッチア  CDC／MMWR   米国ミネソタ州の68歳男性が、2007年10月12～21日に手術後の輸血を受け、敗血症および多  
症   2008；57：1145－  臓器不全をきたした後、10月31日に発熱を伴う急性血小板減少症を発現し、11月3～5日の血  

148   液検体からPCR及び抗体検査でアナプラズマ症感染が確認された。血液ドナーの1人にA，  
phagocytoph‖um陽性がPCR及びIFA検査で確認され、血液ドナーに感染源が確認された初の  

事例となった。   
167  リケッチア  JAMA2008；300ニ  中国安徽省でヒト顆粒球性アナプラズマ症（HGA）と症状が一致する患者は、2006年10月30日  

症   2263－2270   こ発症し、11月5日に死亡した。確定診断はされなかったが、発症する12日前にタニに刺され  
ていた。11月9－11日に、この患者の血液および呼吸器分泌物との直接接触によると疑われる  

症例9例が報告され、HGAと確定診断された。中国におけるHGA症例の初めての報告である。   

168  リケッチア  ProMED－   オランダ・ブラバント州の公衆衛生局が行った調査でQ熟の症例報告数が急激に増加し、2008  

症   mai120080728，230  
6   数は報告された症例数の10倍であると思われる。2007年まではQ熟はオランダではほとんど存  

在しなかった。   

169  リケッチア  第83回日本感染  平成20年8月、仙台市においてリケッチア症を疑う患者が発生した。生検材料を用いたPCRに  

症   症学会総会 2009  より陽性であったが、シークエンス解析により、ロシアや中国の患者から報告されている  
年4月23・｝24日  R．heilomgiangensisに一致した。国内に、日本紅斑熟とは異なる紅斑熟ケッチア症が存在する  

ことが示された。   

170  リケッチア  日本細菌学会第  AnapIasmaphagocytophilumによるアナプラズマ症の本邦初の症例。2002～2003年の高知県  
症   82回総会 P2－  で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅から、2例で、A．phagocytophilumに特異的なp44／msp2  

182   外膜蛋白遺伝子群のPCR産物が検出された。   

171  レプトスビラ  JpnJlnfectDis  ヒトでのレプトスピラ感染が発生した2006年夏の宮崎県北部における動物の保菌状況を調査  

症   2008；61：465－468  した。患者の血清は、特に各々の患者が発生した地域周辺で捕獲された野ネズミから分離さ  
れるレプトスピラ菌株と一致し、野ネズミが人間のレプトスピラ感染症の原因であることを示唆  
した。また、猟犬からも抗レプトスピラ抗体が検出された。ハンターや食肉加工業の労働者で  
の潜在的危険を示している。   

172  レプトスビラ  ProMED－   スリランカにて2008年8月末までに報告されたレプトスピラ症は3，825例であり、死亡例は117例  

症   mai120080922．298  
4   

173  レンサ球菌  CDC／MMWR   米国におけるActiveBacteriaICoreSurveillanceの2006年のデータより、新生児のB群連鎖球  
感染   2009：58：109－112  菌疾患に関する分析結果。2000～2006年の間に早発性疾患は1199例、遅発性疾患は1005例  

に発症し、2006年では、早発性疾患179例、遅発性疾患137例の発症が報告された。   

174  レンサ球菌  EmergMedJ  イギリスで35歳の精肉店勤務の男性がブタ連鎖球菌性髄膜炎を発症した。業務上負った手の  
感染   2008；25：607－608  切り傷からの感染と思われる。   

175  レンサ球菌  EpidemiolInfectJ  2003年1月1日～2005年7月31日の期間に香港の公立病院に入院し、ブタ連鎖球菌感染症と  

感染   2008；136：169卜  診断された患者は21例であり、半数が65歳以上、大半が夏に発症であった。5例がブタや豚肉  
1697   への職業的接触があり、4例は発症前に生の豚肉を調理していた。   
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176  レンサ球菌  JInfect2008；57：  オランダで3．5年間の観察コホート研究において696例の細菌性髄膜炎患者が同定され、うち4  

感染   158－161   例がブタ連鎖球菌性髄膜炎であった。全4例でブタへの暴露が関係していた。3例が重度の難  

聴の後遺症を呈した。   

177  レンサ球菌  JInfect2008；57：  ブタ連鎖球菌感染症の死亡のリスク因子を特定することを目的とした後ろ向きコホート研究  
感染   392－396   が、2005～2007年のタイ北部のターシャリーケア病院のブタ連鎖球菌感染症患者を対象に実  

施された。Cox，s回帰分析により、敗血症性ショック、ALT上昇が死亡のリスク因子であることが  
明らかになった。   

178  レンサ球菌  ProMEDmai120081  香港のTaiPoHospitalの男性精神科病棟で患者15例がStreptococcuspyogenes（A郡β溶血  
感染   231－4135   性連鎖球菌）検査に陽性であった。   

179  レンサ球菌  Transfusion2008；  米国。ルーチンの細菌培養スクリーニングを実施したプール血小板の輸血を受けた患者が、C  

感染   48：2177－2183  群連鎖球菌感染症により死亡した。遡及調査の結果、無症候性の供血者が原因と考えられ  
た。現在の検査法の限界を示す報告。   

180  レンサ球菌  日本化学療法学  50代後半の男性が右母指のウオノメをカッターで自己切除したところ黒変し、その範囲は急速  

感染   余業57回総会  ＝拡大。右下肢の腫脹が起こり入院。右母指には悪臭と壊症を伴う重度の蛭巣炎、X線所見  
201   で右大腿部にガス像を認めた。Streptococcusdysga［actiaesubsp．dysgalactiaeによる初めて  

のヒト感染例と考えられる。   

181  レンサ球菌  日本感染症学会  StreptococcusDysgalactiaesubsp．DyigaLactiaeに起因した、劇症型A群連鎖球菌感染症  
感染   総会学術集会第  

83回0－173   

182  レンサ球菌  病原微生物検出  日本において精肉加工業の68歳男性がブタ連鎖球菌性髄膜炎を発症した。敗血症、急性腎  
感染   情報2008；29：  

257－258   

183  感染   BMJ2008；337：  欧州における2006年の感染症の発生報告はクラミジアが最も多く、以下、ランプル鞭毛虫症、  
a2622   カンピロ′くクター症、サルモネラ症、結核、流行性耳下腺炎、淋病、C型肝炎、侵襲性肺炎球  

菌疾患、HlVの順であった。   

184  感染   http：／／www．fda．go  2007年度のCBERに報告された供血後及び輸血後の死亡例概要。受血者76件、供血者17件  
∨／cber／btood／fata  の死亡報告。受血者死亡の内訳は、52件が輸血関連もの、11件が輸血関連性否定できないも  
107．pdf．   の、13件が輸血と関連しないものであった。   

185  感染   http：／／www．fda．go  2005～2008年度のCBERに報告された供血後及び輸血後の死亡例概要。2008年度は、受血  
∨／cber／blood／fata  者72件、供血者10件の死亡報告。受血者死亡の内訳は、46件が輸血関連もの、8件が輸血関  
108．p（帆   達性否定できないもの、18件が輸血と関連しないもの。微生物感染はバベシア症5件、  

Staphylococcusaureus、StaphyLococcusepidermidisがそれぞれ1件。05～08年度の微生物感  
染28件中、10件をバベシア症が占めている。   

186  感染   ProMED2009Jan  ドイツで2008年前半より”馴00dswe∂tingdisease”セ仔牛が死亡している。原因は不明である。  
29   この疾患はドイツ各地で発生しており、／くバリアでは40頭の症例が確認されている。ミュンへン  

大学のc（inicforruminantsも同様の症例を報告している。主に、生後2～3週間の仔牛が感染  
している。   

187  ウイルス感  CDC／Travelers  日本国内の前立腺がん患者30例の血清のうち2例からGagに対する特異的抗体反応が認めら  
染   Health2009年2月  れ、そのうち1例からはXMRV（XenotropicMuLV－relatedvirus）核酸を検出した。また、献血者  

4日   120例中5例でもGagに対する特異的抗体反応が認められた。日本国内の前立腺がん患者集  
田中にもXMRV感染が存在することが示唆された。   

188  ウイルス感  Eurosurve‖ance  アフリカ南部における初のアレナウイルス感染症例。ザンビアで発症した患者が南アフリカ・ヨ  

染   2008；13：卜2  ハネスブルクに移送されたが発症10日後に死亡。移送した救急隊員1名及びヨハネスブルクで  
看護を担当した看護婦1名も約1週間の潜伏期間の後発症し死亡。   

189  ウイルス感  PLoSPathogens  2008年に南アで発生した致死性出血熱のアウトブレイクにおいて、30年ぶりに新規の旧世界  
染   2009；4：elOOO455  アレナウイルスが分離された。発見された地名（Lusaka，Johannesburg）より、Lしiiovirusと命名  

された。   

190  ウイルス感  IASR2008；29：  2007年11月22日、急性呼吸器症状を呈した東南アジアからの帰国者（38歳男性）が高病原性  
染   310－312   鳥インフルエンザの要観察例と判断され、インフルエンザH5Nlの検査が依頼された。検査の  

結果、インフルエンザH5Nlの感染は否定され、オルソレオウイルスが分離された。これまで本  

ウイルスに日本人が感染した報告はなく、国内への侵入も初めてと考えられた。   

191  ウイルス感  NEnglJMed  NewYorkの62歳の男性は、シカダニウイルスに感染したシカダニの唆傷後に髄膜脳炎で死亡  
染   2009；360；2099－  した。これまでシカダニウイルスのヒト感染は報告されていないが、この症例はシカダニウイル  

2107   スが致命的脳炎の原因でありえることを示している。   

192  ウイルス感  

染   14124－14129   
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193  ウイルス感  ProMED－   ずっ菌類を宿主とし、これまでヒトには感染しないと考えられていたcardiovirusがヒト糞便検体  

染   mai120080911．284  
5   

194  ユンガンウイルスは、マウスにおいて胎児死亡や奇形を起こすことが知られているが、疫学的  

染   mai120090129．040  
0   

195  ウイルス感  ProMED－   中国における豚繁殖・呼吸障害症候群（PRRS）の発生。中国北部Shanxト省Hongdong県でブタ  

染   mai120090210．059  
h   

196  ウイルス感  ProMED－   ナイジェリアでは、2008年1月から12月にかけて、229人のラツサ熱感染疑い患者が報告され、  

染   mai120090218．066  
9   それぞれ60％及び80％増加している。   

197  ウイルス感  VetMicrobioI  ブタ及びヒツジの糞便検体のノロウイルススクリーニングをmu［tiplexrea卜timeR■トPCRで実施  

染   2009；133：184－  した。ブタでは2／23検体で遺伝子群Ⅱ、ヒツジでは8／33検体で遺伝子群Ⅲが陽性であった。臨  
189   床的異常は認められていない。ゲノム配列分析から、ヒツジで検出された株は新たなGⅢ遺伝  

子群であることが示唆された。   

198  ウイルス感  日本輸血細胞治  1985年にBSE、1997年に高病原性トリインフルエンザ（H5Nl）、1999年にウエストナイルウイル  

染   療学会誌 2009；  ス、2003年にはSARSが発生。2006年にはテクングニヤウイルスの発生。2007年には、未知の  
55：Y－1－3   新ウイルス（新規のアレナウイルス）等の存在が明らかとなり、血液を介した感染リスクが存在  

するか検討されている。   

199  原虫感染  日本寄生虫学会  昨年、新種のアメーバが分離され、Entamoebanutta”iとして報告された。木原虫は動物実験で  
第64回西日本支  病原性を示し、Entamoebaspp．にE．histoIytica以外の病原種の存在を示唆する知見である。イ  
部大会 32   ンインドネシアのカニクイザルの感染状況を調査した結果、糞便52検体中1検体で検出され  

ナー｛   

200  狂犬病  ProMED－  Shandong省Yanta市で狂犬病患者が増加しているとの報告。   
mai】20090114．015  

7  

201  狂犬病  ProMED－   Charlotte酪農場においてウシ2頭が2009年2月9日及び10日に狂犬病によって死亡した。農場  
mai120090215．064  のイヌに殺されたアライグマから感染した可能性がある。また、EastValleyMiddleSchool近く  
4   のネコ1匹において狂犬病症例を確認した。   

202  狂犬病  ProMED－   米国、Linv＝e付近の農場のウシ3頭が狂犬病に感染していた。また、この農場で発見されたア  
mai120090220．072  
4   

203  狂犬病  ProMED－   米国バーモント州の農場でウシ5頭が狂犬病検査陽性であったことを受けて、当局はウシのワ  
mai120090410．138  
3   

204  狂犬病  ProMED－   米国ノースカロライナ州の農場で、2009年4月6～10日の週に仔牛1頭が狂犬病に感染し死亡  
mai120090418．147  
0   

205  結核   No止hland   ニュージーランドにおいて、ウシ結核菌に感染したウシ（1頭）が発見され、感染拡大防止のた  
Norしhern  め、感染牛は屠殺処分され、当該牧場の家畜に移動制限が行われた。   
Advocate  

206  結核   ProMED－  米国インディアナ州南東部の牛の群においてウシ結核が1例確認され調査中である。   
mai120081205．382  

207  結核   ProMED－  米国ミネソタ州のBeltramiCountyにおいて、ウシ結核が3頭で確認された。   
mai】20081207．010  

208  結核   ProMED－   米国ミネソタ州ノースダコタは1976年以降ウシ結核フリーであったが、今般、ウシ結核の発生を  
mai】20081208．385  
6   

209  結核   ProMED－   中国における結核菌の薬剤耐性率は世界平均の約2倍であった。多くの患者が副作用やコン  
mai120090114．015  

210  結核   ProMED－   米国インディアナ州BoardofAnima＝1eaJth（BOAH）は、州南部のウシの群におけるウシ結核  
mai120090215．064  
4   

211  結核   ProMED－   米国ミネソタ州BoardofAnimalHeaLth（BOAH）は、20O8年12月3日にBeitramiCountyのウシの  

mai120090220．072  
4   

212  結核   ProMED－  米国テキサス州西部において乳牛がウシ結核に感染していることが明らかになった。   
mai120090423．153  
‘ミ  
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213  ロ蹄疲  0IE（November13，  中国におけるロ蹄痩：発生日 2008年11月6日、最初の確定日 2008年11月8日、報告日  
2008）   2008年11月12日、原因・ロ蹄疫ウイルスアジア1型。2008年11月6E］にGANSU省Tianshu地  

区Ganguで口蹄疫のアウトブレイクが発生した。疑い例はウシ238頭、ヒツジ3頭およぴブタ56  

頭、確定例はウシ102頭、死亡例0頭であった。疑い例は全て処分された。   

214  細菌感染  CDC／MMWR   Chlamydiatrachomatis感染症は米国で最も発症頻度の高いSTDであり、年間280万人が羅患  
2009；58：362－365  している。2007年には110万人のクラミジア感染症例がCDCに報告され、その半数以上は15～  

25歳の女性であった。   

215  細菌感染  JAMA2008；300：  中国安徴省でヒト顆粒球性アナプラズマ症（HGA）と症状が一致する患者は、200¢年10月30日  
2263－2270   に発症し、11月5日に死亡した。確定診断はされなかったが、発症する12日前にダニに刺され  

ていた。11月9－11日に、この患者の血液および呼吸器分泌物との直接接触によると疑われる 
症例9例が報告され、HGAと確定診断された。中国におけるHGA症例の初めての報告である。   

216  細菌感染  ProMED－   中国、Hubeiの学校で生徒81人が感染した腸チフスのアウトブレイクは制御されたと地元当局  
mai120081229－  
4095   

217  細菌感染  Transfusion2008；  全血血小板の細菌汚染リスクを低減させるためには、初流血除去及び細菌培養によるスク  
48：2348－2355  リーニングが有効な方法であることを示す報告。   

218  細菌感染  日本感染症学会  本邦で初のEnterococcushirae感染例の臨床報告。化膿性胆管炎疑い患者の血液培養より分  

西日本地方会学  
術集会第78回  
2008年12月5－6  
日063   

219  細菌感染  日本感染症学会  bctococcusgarvieaeが起炎菌と考えられる腰椎錐体炎の1例。当該菌による骨髄炎は2000  
東日本地方全学  
術集会第57回  
2008年10月23－24  
日058   

220  細菌感染  日本細菌学会第  AnapIasmaphagocytophilumによるアナプラズマ症の本邦初の症例。2002～2003年の高知県  
82回総会 P2－  で日本紅斑熱が疑われた18例の血餅から、2例で、A．phagocytophilumに特異的なp44／msp2  
182   外膜蛋白遺伝子群のPCR産物が検出された。   

221  コクシジオ  CDC／MMWR   カリフオルニア州におけるコクシジオイデス症の報告数及び入院数は2000～2006年の間毎年  
イデス症  2009；58：105－109  増加しており、1995～2000年の3倍以上（8／10万人）となった。米国のコクシジオイデス症全体  

の約60％を占めるアリゾナ州でも同様で、2006年には5，535例（91／10万人）と増加している。米  
国全体でも、1996年の1朋7例から2006年には8，917例（6．97／10万人）に増加しており、流行地  

への訪問や居住歴のあるインフルエンザ様症状や肺炎、播種性感染症の患者では本症が鑑  
別されるべきである。   

222  神経系障害  Feed＄tU斤   2007年に、米国の豚肉製造工場で脳摘出のために圧縮空気を使用していたミネソタ州、イン  
BreakingNews  ディアナ州、ネブラスカ州の3つの工場の作業員において慢性的な炎症性の脱髄性多発性神  
（2009／3／3）   経障害が発生している。すでに自主的にこの作業は中止されている。   

223  ハンセン  EurekAlert   散在性らい腫性ハンセン病で死亡した患者の検体の遺伝子分析より、ハンセン病の唯一の病  
病、らい腫  November24．  因菌と考えられていたMycobacteriumlepraeに加えて、新書の病因菌、M．lepromatosisを確認  
型   2008   した。   

224  髄膜炎菌感  ProMED－   髄膜炎菌性髄膜炎が流行・拡大しているバングラディッシュに国境を接しているインド北東部に  
染   maiI20090211．062  

225  旋毛虫症  VetParasit0l   1990年～2006年のブルガリアにおける旋毛虫症の疫学調査結果である。145件のアウトプレイ  
2008；∈pub：4590  クと238例の散発症例が確認され、総計7544例が旋毛虫に汚染された肉を摂食し、4108例が  

感染し、2237例が発症したと判断された。そのうち入院は1014例、死亡は2例であり年間発症  
率は人口10万人あたり0．27－7．40であった。アウトブレイクの主な原因はイノシシ肉（57件）と豚  
肉（67件）であった。   

226  炭症   ProMED一   ケニアのManyata地区の叫ukiir挿寸で炭痘感染牛の処分を行っていた28歳の男性が炭祖菌感  
mai120090110．010  
0   

227  炭痘   ProMED－   ジンバブエにて2008年11月以降に炭痘により死亡したウシやヤギの肉を食したことにより200  
mai120090116．018  

7   
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228  炭痘   ProMED－   2007年後半におよそ70年ぶりにオーストラリアのHunterVa”eyにおいてウシの炭痘のアウト  

mai120090510．174  ブレイクが発生した。オーストラリアにおいて、洪水により長期間埋もれていた炭痘菌芽胞が姿  
7   を現し、農村部で炭症が再興していると、NewSouthWaIesの研究者らが報告した。   

229  炭痘   ProMED－   南インドのAndhraPradesh州Visakhapatnamにおいて、過去2カ月間に17例が炭症により死亡  

mai120090511．176  
3   

230  中毒   BBCNews 2009  中国でクレンブテロールに汚染された豚肉の摂取により、70人以上が発病した。豚肉は広東  
Feb23   省・広州の市場から流通したもので湖南省の農家で飼育されたもの。   

231  中毒   ProMED2009Jan  メキシコ、Zapotolan毎0市でクレンブテロールによる中毒と確定診断された患者9例が報告され  
17   た。発生源の精肉店は直ちに閉鎖され、現在、ウシの肝臓の売買が禁止されている。2008年  

にも21人のクレンブテロール中毒が発生している。   
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